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水道水源保全地区への影響について 
 

本事業計画地は、昭和39年以来、ゴルフ場として運営してきており、平成6年にゴルフ場敷地を含む

周辺地区が所沢水道水源保全地区として指定された。保全地区として指定されて以降、所沢水源（湧

水）への影響や水害、水質事故等は発生していない。今回の事業では、新たに造成や大規模森林伐採は

行わない計画である。加えて、地下水揚水等は行わず、現在のゴルフ場地形を最大限有効活用して、表

流水、地下水の流向・流量・水質及びこの地区の涵養機能を変化させない計画である。以下に、水質、

地下水及び涵養機能等への影響について考察する。 

 

１．現況 

１-１．降水量 

気象庁によれば、南牧村野辺山地区の年間降水量は以下のとおりである。 

年 
降水量 

年間合計（mm） 
最大１時間 
降水量（mm） 

2018 1549.0 32.0 

2019 1481.0 33.5 

2020 1471.0 14.5 

2021 1708.5 29.5 

2022 1272.5 47.0 
出典：「気象統計情報」（気象庁HP、閲覧：令和５年３月） 

 

１-２．周辺河川の流量、水質等 

事業計画地周辺の南側には湯川が東流し、千曲川へ合流する。「令和３年度 水質測定結果」

（令和４年12月 長野県）によれば、千曲川と湯川合流前地点に公共用水域水質常時監視地点

（大芝橋）がある。本地点の水質測定結果（2021年）は生活環境項目について、大腸菌群数を除

けば、概ね環境基準が確保されている（類型AAイ）。 

 

１-３．水道水源の利用量等 

事業計画地が位置する所沢水源（湧水）から取水された水は下流側の南牧村海尻地区へ供給さ

れる。長野県のデータ（「平成28年度 長野県の水道」）によると、海尻地区の給水人口は449人（給

水普及率100％）、年間給水量は326,633 m3、有効水量294,579 m3となっている。また、一日給水

量の実績平均は102 m3である。 
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２．事業の環境影響への検討 

２-１．水質への影響 

本事業では、土地の改変はせず、地盤改良や湧水抑止のための薬剤注入等は行わない。供用後は、

これまで運営していたゴルフ場における農薬散布や生活排水等の排水はなくなるため、表流水及び

地下水の水質に影響を及ぼす要因は想定されない。 

 また、本事業計画地より1km程度北東側の所沢水源（奈良井水道水源）では、南牧村により飲料

水の原水水質調査が定期的に実施されているが、これまで飲用に影響を及ぼすような水質結果は示

されていない（南牧村産業建設課聞き取りより）。これらのことより、表流水及び地下水水質への著

しい影響はないと予測する。 

 

２-２．地下水の流向及び水位への影響 

事業計画地の地形は東西方向に細長い形状の溶岩台地上にあり、周辺の地形は北側と南側の谷に

挟まれた痩せ尾根の形状を示している（資料３-１）。事業計画地は東方向へ緩い傾斜を示しており、

その高低差は100ｍ程度と思われる（図１）。表流水及び地下水の主流向もこの傾斜に平行し、いく

つかの場所で南北側の谷へ流下、あるいは台地斜面から湧水していると思われる。 

 これまでのボーリング調査（図２、令和3年12月調査、9ヶ所、深度－3～－7ｍ）において、地質

は芦平溶岩を基盤（石英質安山岩）とし、表層は⽕山灰（ローム）や軽石質火砕流堆積物で覆われ

ているものと思われる（図１、資料３-２）。地表より深度－2～－5ｍ程度の層に基盤岩層があるが、

それより浅層における地下水はほとんど見当たらなかった（表１）。 

 また、現地透水試験を行った結果、表層の黒ボク土で、1.02×10-4 cm/sec（B-8）、～7.87×10-4 

cm/sec（B-6）、礫混じり砂質ロームで1.06×10-3 cm/sec（B-3）であった。 

表１ ボーリング調査による地下水状況 

地点名 

（地盤高） 

Depth 

（ｍ） 

地下水位 
測定方法 帯水層 

地下水の 

種類 GL(ｍ) 標高(ｍ) 

B-1（H＝+1505ｍ） 5.45 水位なし ― ― ― ― 

B-2（H＝+1491ｍ） 6.02 水位なし ― ― ― ― 

B-3（H＝+1460ｍ） 3.28 水位なし ― ― ― ― 

B-4（H＝+1464ｍ） 6.45 水位なし ― ― ― ― 

B-5（H＝+1462ｍ） 7.43 水位なし ― ― ― ― 

B-6（H＝+1439ｍ） 5.50 水位なし ― ― ― ― 

B-7（H＝+1429ｍ） 3.02 水位なし ― ― ― ― 

B-8（H＝+1410ｍ） 5.45 －3.20 ＋1406.8 孔内水位 基盤岩層 宙水 

B-9（H＝+1413ｍ） 7.06 水位なし ― ― ― ― 

本事業では、大深度の掘削及び不陸整正工事などは行わないことから、大規模な地質、地層の改

変はなく、表流水、地下水等の流向への影響は極めて少ないと考えられる。また、事業計画地にお

いては、地下水がほとんどないこと、地下水の揚水等も行わないことから、地下水位への影響はな

いと考えている。 

 なお、事業計画地周辺において民家はなく、かつてゴルフ場周辺に整備された別荘の利用も現在

はなく、飲用井戸等の利用もない。 

 以上より、表流水も含めた地下水の流向、水位への著しい影響はないと予測する。 
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３．水源涵養機能への影響 

事業計画地はもともとゴルフ場であり、ゴルフ場の土地を含んで水道水源保全地区に指定された。

ゴルフ場敷地以外の森林の伐採は行わず、また、ゴルフ場敷地内においてもコース上にあるごくわ

ずかな樹林のみを伐採するが、伐根は行わない計画である。 

 さらに、ゴルフ場運営時から設置していなかった調整池については新たに設置せず、本地域の地

質特性を生かしたこれまでのゴルフ場の地下浸透機能を利用して、これまでどおり面的に地下浸透

させる。 

 なお、所沢水道水源保全地区の所沢水源（湧水）位置は、事業計画地の北東に位置し、事業計画

地が水道水源の上流側に位置するが、所沢水源は地形的には事業計画地北東端から伸びた細長い尾

根の突端付近にあること、事業計画地と水道水源との距離はおよそ1km離れていること、また、上

述のように土地の現況をほぼ変更しない計画としていることから、所沢水源への影響はほとんどな

いと考えられる。 

 以上のことから、保全地区における水源涵養機能への著しい影響はないと予測する。 

 

４．周辺河川、周辺水利用への影響 

事業計画地周辺の河川としては、南側において湯川が東流しており、水質は、地質学的な由来に

よりｐHが低く、茶褐色であり、魚類が生息できないことから漁業協同組合はない。 

 周辺の農業としては、事業計画地東側の湯川周辺にわずかに開けた平地に畑や水田がある。これ

らの農業用水は、事業計画地がある台地の南側ふもと付近の湧水を利用している。本事業において

は、地下水の水質、流向の改変、地下水の揚水等は行わない。 

 以上のことから、周辺河川、農業用水への著しい影響はないと予測する。 

 


